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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ステアリン酸を皮膚洗浄剤組成物に対して０．５質量％以上５質量％以下含む脂
肪酸と、
　（Ｂ）ヒドロキシプロピルデンプンリン酸と、
　（Ｃ）非イオン性界面活性剤と、
　（Ｄ）塩基性化合物と、を含有し、
　前記（Ａ）成分の含有量と、前記（Ｂ）成分の含有量との質量比（Ａ／Ｂ）が、２０以
上８０以下であることを特徴とする皮膚洗浄剤組成物。
【請求項２】
　（Ｅ）キレート剤を更に含有する請求項１に記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項３】
　前記皮膚洗浄剤組成物の２０質量％水溶液のｐＨが、３０℃において８．５以上９．８
以下である請求項１から２のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項４】
　前記（Ａ）成分が、ステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、及びパルミチン酸を含
有する請求項１から３のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項５】
　前記（Ｃ）成分が、アルキルグリコシド、及びアルキルグルカミドから選択される少な
くともいずれかである請求項１から４のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成物。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来は、皮膚洗浄剤組成物として、融点の高い炭素数が１８などの長鎖脂肪酸を用いて
、炭素数が１２～１８の脂肪酸の配合比率や配合量を工夫したり、高分子等を用いたりす
ることにより、安定化を図ることが知られている。
　炭素数が８以上１３以下の低級脂肪酸の安定化のための高分子を含有する皮膚洗浄剤組
成物が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
　しかしながら、このような皮膚洗浄剤組成物では、硬水での泡の量が少なく、硬水での
使用中のさっぱり感、硬水での使用後のしっとり感、硬水を使用した後での乾燥後の肌の
つっぱり感のなさ、及び外観安定性を両立することが困難であるという問題があった。
【０００３】
　したがって、硬水での泡の量が多く得られ、硬水での使用中のさっぱり感、硬水での使
用後のしっとり感、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさ、及び外観安定
性に優れた皮膚洗浄剤組成物の開発が強く望まれているのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－６７６２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、従来における前記諸問題を解決し、以下の目的を達成することを課題とする
。即ち、本発明は、硬水での泡の量が多く得られ、硬水での使用中のさっぱり感、硬水で
の使用後のしっとり感、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさ、及び外観
安定性に優れた皮膚洗浄剤組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するため本発明者らが鋭意検討を重ねた結果、（Ａ）ステアリン酸を０
．５質量％以上５質量％以下含む脂肪酸と、（Ｂ）ヒドロキシプロピルデンプンリン酸と
、（Ｃ）非イオン性界面活性剤と、（Ｄ）塩基性化合物と、を配合し、前記（Ａ）成分の
含有量と、前記（Ｂ）成分の含有量との質量比（Ａ／Ｂ）を２０以上８０以下としたとこ
ろ、これら成分が相乗的に働いて、硬水での泡の量が多く得られ、硬水での使用中のさっ
ぱり感、硬水での使用後のしっとり感、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感の
なさ、及び外観安定性に優れることを知見した。
【０００７】
　本発明は、本発明者らによる前記知見に基づくものであり、前記課題を解決するための
手段としては、以下の通りである。
　＜１＞　（Ａ）ステアリン酸を皮膚洗浄剤組成物に対して０．５質量％以上５質量％以
下含む脂肪酸と、
　（Ｂ）ヒドロキシプロピルデンプンリン酸と、
　（Ｃ）非イオン性界面活性剤と、
　（Ｄ）塩基性化合物と、を含有し、
　前記（Ａ）成分の含有量と、前記（Ｂ）成分の含有量との質量比（Ａ／Ｂ）が、２０以
上８０以下であることを特徴とする皮膚洗浄剤組成物である。
　＜２＞　（Ｅ）キレート剤を更に含有する前記＜１＞に記載の皮膚洗浄剤組成物である
。
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　＜３＞　前記皮膚洗浄剤組成物の２０質量％水溶液のｐＨが、３０℃において８．５以
上９．８以下である前記＜１＞から＜２＞のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成物である。
　＜４＞　前記（Ａ）成分が、ステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、及びパルミチ
ン酸を含有する前記＜１＞から＜３＞のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成物である。
　＜５＞　前記（Ｃ）成分が、アルキルグリコシド、及びアルキルグルカミドから選択さ
れる少なくともいずれかである前記＜１＞から＜４＞のいずれかに記載の皮膚洗浄剤組成
物である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、従来における前記諸問題を解決し、前記目的を達成することができ、
硬水での泡の量が多く得られ、硬水での使用中のさっぱり感、硬水での使用後のしっとり
感、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさ、及び外観安定性に優れた皮膚
洗浄剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（皮膚洗浄剤組成物）
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、（Ａ）ステアリン酸を皮膚洗浄剤組成物に対して０．５
質量％以上５質量％以下含む脂肪酸と、（Ｂ）ヒドロキシプロピルデンプンリン酸と、（
Ｃ）非イオン性界面活性剤と、（Ｄ）塩基性化合物と、を含有し、（Ｅ）キレート剤を更
に含有することが好ましく、更に必要に応じてその他の成分を含有する。
【００１０】
＜（Ａ）ステアリン酸を皮膚洗浄剤組成物に対して０．５質量％以上５質量％以下含む脂
肪酸＞
　前記（Ａ）成分の脂肪酸は、ステアリン酸を皮膚洗浄剤組成物に対して０．５質量％以
上５質量％以下含む。
　前記（Ａ）成分の脂肪酸は、硬水での泡の量を向上させるために含有される。
【００１１】
　前記（Ａ）成分のステアリン酸を皮膚洗浄剤組成物に対して０．５質量％以上５質量％
以下含む脂肪酸としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、ヤシ油脂肪酸、ステアリン酸とその他の脂肪酸との混合物などが挙げられる。
　前記その他の脂肪酸としては、例えば、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、カ
プリン酸、オレイン酸などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種
以上を併用してもよい。
　これらの中でも、前記（Ａ）成分の脂肪酸は、硬水での泡の量の点から、（ａ１）ステ
アリン酸、（ａ２）ラウリン酸、（ａ３）ミリスチン酸、及び（ａ４）パルミチン酸を含
有することが好ましい。
　前記（Ａ）成分の脂肪酸は、（Ｄ）成分の塩基性化合物と中和反応し、塩を形成するこ
とができる。
【００１２】
　前記（Ａ）成分の脂肪酸としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することが
でき、市販品を使用してもよい。
　前記ステアリン酸の市販品としては、例えば、ステアリン酸（商品名：ＮＡＡ－１８０
、日油株式会社製)などが挙げられる。
　前記その他の脂肪酸の市販品としては、例えば、ラウリン酸（商品名：ＮＡＡ－１２２
、日油株式会社製)、ラウリン酸（商品名：ＬＡＵＲＩＣ　ＡＣＩＤ（ＰＯＦＡＣ　１２
９９Ｌ）、ＳＯＵＴＨＥＲＮ　ＡＣＩＤＳ　（Ｍ）ＢＨＤ.社製）、ラウリン酸（商品名
：ＬＡＵＲＩＣ　ＡＣＩＤ　９９％（ＭＭＦＡ－１２９９）、Ｐ.Ｔ.　ＭＵＳＩＭ　ＭＡ
Ｓ社製、）、ミリスチン酸（商品名：ＮＡＡ－１４２、日油株式会社製）、ミリスチン酸
（商品名：ＫＯＲＴＡＣＩＤ　１４９９、パシフィックオレオ社製）、ミリスチン酸（商
品名：ＭＹＲＹＳＴＩＣ　ＡＣＩＤ　９９％、Ｐ.Ｔ.　ＭＵＳＩＭ　ＭＡＳ社製）、パル
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ミチン酸（商品名：ＮＡＡ－１６０、日油株式会社製)、パルミチン酸（商品名：ＰＡＬ
ＭＩＴＩＣ　ＡＣＩＤ　９８％、ＢＥＡＤＳ社製）などが挙げられる。これらは、１種単
独で使用してもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００１３】
　前記（Ａ）成分の脂肪酸の含有量としては、硬水での泡の量、硬水での使用中のさっぱ
り感、及び外観安定性の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、３０質量％以上４０質
量％以下が好ましく、３２質量％以上３８質量％以下がより好ましい。前記（Ａ）成分の
脂肪酸の含有量が、３０質量％以上であると、硬水での泡の量、硬水での使用中のさっぱ
り感、及び外観安定性が良好である。前記（Ａ）成分の脂肪酸の含有量が、４０質量％以
下であると、硬水での使用中のさっぱり感、及び硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっ
ぱり感のなさが良好である。
【００１４】
　前記（ａ１）成分のステアリン酸の含有量としては、硬水での泡の量、及び外観安定性
の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、０．５質量％以上５質量％以下であり、２質
量％以上４質量％以下が好ましい。前記（ａ１）成分のステアリン酸の含有量が、０．５
質量％未満であると、硬水での泡の量が不十分となる。前記（ａ１）成分のステアリン酸
の含有量が、５質量％を超えると、外観安定性が不十分となる。
【００１５】
　前記（ａ２）成分のラウリン酸の含有量としては、硬水での泡の量、及び外観安定性の
点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、０．５質量％以上１０質量％以下が好ましく、
２質量％以上６質量％以下がより好ましい。前記（ａ２）成分のラウリン酸の含有量が、
０．５質量％以上であると、硬水での泡の量が良好である。前記（ａ２）成分のラウリン
酸の含有量が、１０質量％以下であると、外観安定性が良好である。
【００１６】
　前記（ａ３）成分のミリスチン酸の含有量としては、硬水での泡の量、及び外観安定性
の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、１０質量％以上４０質量％以下が好ましく、
１５質量％以上３０質量％以下がより好ましい。前記（ａ３）成分のミリスチン酸の含有
量が、１０質量％以上であると、硬水での泡の量が良好である。前記（ａ３）成分のミリ
スチン酸の含有量が、４０質量％以下であると、外観安定性が良好である。
【００１７】
　前記（ａ４）成分のパルミチン酸の含有量としては、硬水での泡の量、及び外観安定性
の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、０．５質量％以上５質量％以下が好ましく、
１質量％以上４質量％以下がより好ましい。前記（ａ４）成分のパルミチン酸の含有量が
、０．５質量％以上であると、硬水での泡の量が良好である。前記（ａ４）成分のパルミ
チン酸の含有量が、５質量％以下であると、外観安定性が良好である。
【００１８】
＜（Ｂ）ヒドロキシプロピルデンプンリン酸＞
　前記（Ｂ）成分のヒドロキシプロピルデンプンリン酸は、硬水での使用後のしっとり感
、及び外観安定性を向上させるために含有される。
【００１９】
　前記（Ｂ）成分のヒドロキシプロピルデンプンリン酸としては、市販品を使用してもよ
い。前記市販品としては、例えば、ヒドロキシプロピルデンプンリン酸（商品名：Ｓｔｒ
ｕｃｔｕｒｅ　ＸＬ、アクゾノーベル社製）などが挙げられる。
【００２０】
　前記（Ｂ）成分の含有量としては、硬水での使用中のさっぱり感、硬水での使用後のし
っとり感、及び外観安定性の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、０．４質量％以上
２質量％以下が好ましく、０．５質量％以上１．５質量％以下がより好ましい。前記（Ｂ
）成分の含有量が、０．４質量％以上であると、硬水での使用後のしっとり感、及び外観
安定性が良好である。前記（Ｂ）成分の含有量が、２質量％以下であると、硬水での使用
中のさっぱり感、及び外観安定性が良好である。
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【００２１】
［質量比（Ａ／Ｂ）］
　前記（Ａ）成分の含有量と、前記（Ｂ）成分の含有量との質量比（Ａ／Ｂ）としては、
硬水での使用中のさっぱり感、及び硬水での使用後のしっとり感の点から、２０以上８０
以下であり、３０以上５１以下が好ましい。前記質量比（Ａ／Ｂ）が、２０未満であると
、硬水での使用中のさっぱり感、及び硬水での使用後のしっとり感が不十分となる。前記
質量比（Ａ／Ｂ）が、８０を超えると、硬水での使用中のさっぱり感、及び硬水での使用
後のしっとり感が不十分となる。
【００２２】
＜（Ｃ）非イオン性界面活性剤＞
　前記（Ｃ）成分の非イオン性界面活性剤は、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱ
り感のなさを向上させるために含有される。
【００２３】
　前記（Ｃ）成分の非イオン性界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、例えば、アルキルグリコシド、アルキルグルカミドなどが挙げられ
る。
　前記アルキルグリコシドとしては、例えば、デシルグルコシド、炭素数が８以上１６以
下のアルキルグリコシドなどが挙げられる。
　前記アルキルグルカミドとしては、例えば、（カプリロイル／カプリル・メチル・グル
カミド）、（ラウロイル／ミリストイル／メチル・グルカミド）、（ココイル・メチル・
グルカミド）などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよく、２種以上を併用
してもよい。
　これらの中でも、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさの点から、デシ
ルグルコシド、（カプリロイル／カプリル・メチル・グルカミド）と（ラウロイル／ミリ
ストイル／メチル・グルカミド）との併用が好ましい。
【００２４】
　前記（Ｃ）成分の非イオン性界面活性剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜
選択することができ、市販品を使用してもよい。
　前記アルキルグリコシドの市販品としては、例えば、ヤシ油アルキルグルコシド（商品
名：プランタケア８１８ＵＰ、コグニス社製)、ラウリルグルコシド（商品名：プランタ
ケア１２００ＵＰ、コグニス社製)、デシルグルコシド（商品名：プランタケア２０００
ＵＰ、コグニス社製)などが挙げられる。
　前記アルキルグルカミドの市販品としては、例えば、（カプリロイル／カプリル・メチ
ル・グルカミド）（商品名：グルコテインクリア、クラリアント社製）、（ラウロイル／
ミリストイル／メチル・グルカミド）（商品名：グルコテインフレックス、クラリアント
社製）、（カプリロイル／カプリル・メチル・グルカミド）と（ラウロイル／ミリストイ
ル／メチル・グルカミド）との混合物（商品名：グルコテインプラス、クラリアント社製
）などが挙げられる。
【００２５】
　前記（Ｃ）成分の含有量としては、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のな
さ、及び外観安定性の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対して、０．１質量％以上１０質
量％以下が好ましく、０．５質量％以上５質量％以下がより好ましい。前記（Ｃ）成分の
含有量が、０．１質量％以上であると、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感の
なさが良好である。前記（Ｃ）成分の含有量が、１０質量％以下であると、外観安定性が
良好である。
【００２６】
＜（Ｄ）塩基性化合物＞
　前記（Ｄ）成分の塩基性化合物は、硬水での泡の量、及び外観安定性を向上させるため
に含有される。
【００２７】
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　前記（Ｄ）成分の塩基性化合物としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、例えば、アルカリ金属の水酸化物、アミン、アミノ酸塩などが挙げられる。
　前記アルカリ金属の水酸化物としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムな
どが挙げられる。
　前記アミンとしては、例えば、アンモニウムモノエタノールアミン、ジエタノールアミ
ン、トリエタノールアミン、２－アミノ－２－メチルプロパノール、２－アミノ－２－メ
チルプロパンジオールなどが挙げられる。
　前記アミノ酸塩としては、例えば、リジン塩、アルギニン塩などが挙げられる。
　これらの中でも、硬水での泡の量の点から、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムが好ま
しい。
　前記（Ｄ）成分の塩基性化合物は、前記（Ａ）成分の脂肪酸と中和反応し、塩を形成す
ることができる。
【００２８】
　前記（Ｄ）成分の塩基性化合物としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、市販品を使用してもよい。前記市販品としては、例えば、水酸化カリウム（
商品名：Ｐｏｔｔａｓｉｕｍ　Ｈｙｄｒｏｘｉｄｅ－ｓｏｌｉｄ、ＵＮＩＤ　ＫＯＲＥＡ
社製）などが挙げられる。
【００２９】
　前記（Ｄ）成分の含有量としては、硬水での泡の量、硬水での使用中のさっぱり感、硬
水での使用後のしっとり感、及び外観安定性の点から、前記（Ａ）成分の脂肪酸を、化学
量論的に９０質量％以上９８質量％以下中和することのできる量が好ましく、前記（Ａ）
成分の脂肪酸を、化学量論的に９２質量％以上９５質量％以下中和することのできる量が
より好ましい。前記（Ｄ）成分の含有量が、前記（Ａ）成分の脂肪酸を、化学量論的に９
０質量％以上中和することのできる量であると、硬水での泡の量、硬水での使用中のさっ
ぱり感、硬水での使用後のしっとり感、及び外観安定性が良好である。前記（Ｄ）成分の
含有量が、前記（Ａ）成分の脂肪酸を、化学量論的に９８質量％以下中和することのでき
る量であると、外観安定性が良好である。
　また、前記（Ｄ）成分の含有量としては、硬水での泡の量、硬水での使用中のさっぱり
感、硬水での使用後のしっとり感、及び外観安定性の点から、皮膚洗浄剤組成物全量に対
して、７．１質量％以上８．９質量％以下が好ましく、７．２質量％以上７．７質量％以
下がより好ましい。前記（Ｄ）成分の含有量が、７．１質量％以上であると、硬水での泡
の量、硬水での使用中のさっぱり感、硬水での使用後のしっとり感、及び外観安定性が良
好である。前記（Ｄ）成分の含有量が、８．９質量％以下であると、外観安定性が良好で
ある。
【００３０】
＜（Ｅ）キレート剤＞
　前記（Ｅ）成分のキレート剤は、硬水での泡の量、及び外観安定性を向上させるために
含有されることが好ましい。
【００３１】
　前記（Ｅ）成分のキレート剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができ、例えば、エデト酸（ＥＤＴＡ）、エデト酸塩、クエン酸、クエン酸塩、フィチ
ン酸、フィチン酸塩、ポリリン酸、ポリリン酸塩、メタリン酸、メタリン酸塩、酒石酸、
酒石酸塩などが挙げられる。
　前記エデト酸塩としては、例えば、ＥＤＴＡ－２Ｎａなどが挙げられる。
　これらの中でも、硬水での泡の量、及び外観安定性の点から、エデト酸、ＥＤＴＡ－２
Ｎａが好ましい。
【００３２】
　前記（Ｅ）成分のキレート剤としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができ、市販品を使用してもよい。前記市販品としては、例えば、ＥＤＴＡ－２Ｎａ（
商品名：ＶＥＲＳＥＮＥ　ＮＡ２　Ｃｒｙｓｔａｌｓ、ＤＯＷ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社製）
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、ＥＤＴＡ－２Ｎａ（商品名：ディゾルビンＮＡ－２、アクゾノーベル社製）などが挙げ
られる。
【００３３】
　前記（Ｅ）成分の含有量としては、硬水での泡の量、及び外観安定性の点から、皮膚洗
浄剤組成物全量に対して、０．１質量％以上１．０質量％以下が好ましく、０．２質量％
以上０．５質量％以下がより好ましい。前記（Ｅ）成分の含有量が、０．１質量％以上で
あると、外観安定性がより優れる。前記（Ｅ）成分の含有量が、０．２質量％以上である
と、硬水での泡の量、及び外観安定性がより優れる。前記（Ｅ）成分の含有量が、１．０
質量％以下であると、外観安定性がより優れる。
【００３４】
＜その他の成分＞
　本発明の皮膚洗浄剤組成物には、前記（Ａ）～前記（Ｅ）成分以外にも、本発明の効果
を損なわない範囲で、必要に応じて、皮膚洗浄剤組成物に通常用いられるその他の成分を
配合することができる。
　前記その他の成分としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、
例えば、水、ピロ亜硫酸ナトリウム、亜硫酸ナトリウム油分、シリコーン類、低級又は高
級アルコール等のアルコール類、グリセリン等の多価アルコール類、ラノリン誘導体、蛋
白誘導体、アクリル樹脂分散液、ビタミン等の薬剤、殺菌剤、防腐剤、クエン酸、塩酸等
のｐＨ調整剤、酸化防止剤、金属封鎖剤、紫外線吸収剤、動植物抽出物又はその誘導体、
色素、香料、顔料、無機粉体、粘土鉱物、ナイロン、ポリエチレン等の水不溶性高分子化
合物粉体などが挙げられる。これらは、１種単独で使用してもよいし、２種以上を併用し
てもよい。
　なお、前記その他の成分の含有量としては、特に制限はなく、本発明の効果を妨げない
範囲で目的に応じて適宜選択することができる。
【００３５】
－ｐＨ－
　前記皮膚洗浄剤組成物の２０質量％水溶液のｐＨとしては、硬水での泡の量、及び外観
安定性の点から、３０℃において８．５以上９．８以下が好ましく、８．７以上９．８以
下がより好ましく、９．１以上９．６以下が特に好ましい。前記ｐＨが、８．５未満であ
ると、硬水での泡の量、及び外観安定性が不十分となることがある。前記ｐＨが、９．８
を超えると、外観安定性が不十分となることがある。
　前記ｐＨは、例えば、前記皮膚洗浄剤組成物の濃度が２０質量％となるように水を加え
て調整した後、医薬部外品原料規格２００６一般試験法のｐＨ測定法に準拠して、ｐＨメ
ーター（装置名：ＨＭ－３０Ｒ、東亜ディーケーケー株式会社製）を用いて、３０℃で測
定することができる。
【００３６】
－剤型－
　前記皮膚洗浄剤組成物の剤型としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができ、例えば、ペースト状、液状、ゲル状などが挙げられる。
【００３７】
－粘度－
　前記皮膚洗浄剤組成物の粘度としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択するこ
とができるが、手に取った時にこぼれにくく、皮膚に塗布しやすく伸ばしやすい点から、
２５℃における粘度が、２，０００ｍＰａ・ｓ以上２００，０００ｍＰａ・ｓ以下が好ま
しく、２０，０００ｍＰａ・ｓ以上１００，０００ｍＰａ・ｓ以下がより好ましく、３０
，０００ｍＰａ・ｓ以上８０，０００ｍＰａ・ｓ以下が特に好ましい。
　前記粘度は、例えば、ＢＨ型粘度計（東京計器株式会社製）を用い、７号ローター、３
０℃、２０回転／分間、６０秒間の条件などで測定することができる。
【００３８】
－容器－
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　前記皮膚洗浄剤組成物は、特に制限されることなく、各種剤型の常法に従って製造する
ことができる。
　皮膚洗浄剤組成物の容器としては、例えば、ポリエチレンチューブ、ポリエチレンラミ
ネートチューブ、アルミニウムラミネートチューブ、ＥＶＡＬチューブ、アルミニウムチ
ューブ、ガラス蒸着プラスチックチューブ等のチューブの他、機械的又は差圧によるディ
スペンサー容器及びスクイーズ容器、ラミネートフィルム容器、スポイト容器、スティッ
ク容器、ボトル容器等などが挙げられる。
　前記ラミネートフィルム容器は、通常２層以上の多層を有し、前記ラミネートの材質と
しては、例えば、ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリエステル、二軸延伸
ポリプロピレン、無延伸ポリプロピレン、ポリアクリロニトリル、エチレン－酢酸ビニル
共重合体等の合成樹脂、紙、アルミニウム蒸着プラスチックなどが挙げられる。前記ラミ
ネートフィルム容器は、強度、柔軟性、耐候性等を考慮し、一般的には２層～５層のもの
を用いる。
　前記ボトル容器の材質としては、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレ
ンテレフタレート、ポリスチレン、ポリ塩化ビニル、エチレン－ビニルアルコール共重合
樹脂、アクリロニトリル－スチレン共重合樹脂、ＡＢＳ樹脂、ポリアミド、ガラスなどが
挙げられ、これらを単層ないし２層以上組み合わせて用いることができる。
【００３９】
－製造方法－
　本発明の皮膚洗浄剤組成物の製造方法としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選
択することができ、例えば、前記（Ａ）成分、前記（Ｂ）成分、及び前記（Ｃ）成分、更
に必要に応じて前記（Ｅ）成分を加温（例えば、８０℃）した容器に投入して均一に溶解
した後、前記（Ｄ）成分、及びその他の成分を均一に混合する。その後、前記混合物を冷
却（例えば、冷却速度：０．５℃／分間、４０℃まで）することにより製造することがで
きる。
　前記皮膚洗浄剤組成物を調製する装置としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選
択することができ、例えば、パドル式攪拌機等、剪断と全体混合できる複数の撹拌羽根（
パドル、プロペラ、タービン、ディスパー等）を備えた撹拌装置などが挙げられる。なお
、前記（Ａ）～前記（Ｅ）成分、及び前記その他の成分としては、皮膚洗浄剤組成物を調
製するにあたり、それぞれ単独で使用してもよく、また、２種以上の成分を含む混合物の
状態で使用してもよい。
【００４０】
－用途－
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、硬水での泡の量が多く得られ、硬水での使用中のさっぱ
り感、硬水での使用後のしっとり感、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のな
さ、及び外観安定性に優れるため、例えば、ボディソープ、ハンドソープ、泡ハンドソー
プ、液体ハンドソープ、洗顔料、キッチン用ハンドソープなどに好適に利用可能である。
【実施例】
【００４１】
　以下に本発明の実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例
に何ら限定されるものではない。なお、実施例、及び比較例に記載の各成分の含有量は、
質量％で示し、全て純分換算した値である。
【００４２】
（実施例１～２７、及び比較例１～９）
　下記表１～表６に示す組成からなる、実施例１～２７、及び比較例１～９の皮膚洗浄剤
組成物を常法により調製した。
　具体的には、まず、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成分、及び精製水、更に必要に応
じて（Ｅ）成分を予め８０℃に加温した容器に投入し、パドル式攪拌機を用いて均一に溶
解した。この時、溶解した混合物の量が皮膚洗浄剤組成物全体の９０質量％となるように
精製水の量を調整した。次に、比較例９以外の実施例及び比較例において、前記混合物の
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２０質量％水溶液のｐＨが８．９以上９．８以下となるように（Ｄ）成分を加え、更に、
ピロ亜硫酸ナトリウム、グリセリン、及びプロピレングリコールを加えて均一に混合した
。その後、前記混合物を０．５℃／分間の冷却速度で４０℃まで冷却した。その後、香料
を加え、更に、全体で１００質量％となるよう精製水を加えて混合し、実施例１～２７、
及び比較例１～９の皮膚洗浄剤組成物を調製した。
　なお、比較例９は、（Ｄ）成分を含まず、前記混合物の２０質量％水溶液のｐＨを６．
０とした以外は、他の実施例及び比較例と同様にして調製した。
　また、ｐＨは、得られた皮膚洗浄剤組成物の濃度が２０質量％となるように水を加えて
調整した後、医薬部外品原料規格２００６一般試験法のｐＨ測定法に準拠して、ｐＨメー
ター（装置名：ＨＭ－３０Ｒ、東亜ディーケーケー株式会社製）を用いて、３０℃で測定
した。
【００４３】
　次に、得られた各皮膚洗浄剤組成物について、以下のようにして、「硬水での泡の量」
、「硬水での使用中のさっぱり感」、「硬水での使用後のしっとり感」、「硬水を使用し
た後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさ」、及び「外観安定性」を評価した。結果を表１
～表６に示す。
【００４４】
＜硬水での泡の量＞
　専門パネラー２０名（男性１０名、女性１０名）が、両手を硬水（０．００７質量％の
炭酸カルシウム水、硬度：１７５ｍｇ／Ｌ）で十分に濡らした後、各皮膚洗浄剤組成物１
ｇを取り、両手を２０回こすり合わせ、「泡の量が多い」と判断した人数により、下記評
価基準に基づいて、「硬水での泡の量」を評価した。
　なお、前記「泡量が多い」とは、両手を２０回こすりあわせたときに、目測で手からあ
ふれるほど泡立つことを指す。
－評価基準－
　◎◎：「泡の量が多い」と回答した人数が、１８名以上２０名以下
　　◎：「泡の量が多い」と回答した人数が、１６名以上１７名以下
　　○：「泡の量が多い」と回答した人数が、１１名以上１５名以下
　　△：「泡の量が多い」と回答した人数が、６名以下１０名以下
　　×：「泡の量が多い」と回答した人数が、５名以下
【００４５】
＜硬水での使用中のさっぱり感、硬水での使用後のしっとり感、及び硬水を使用した後で
の乾燥後の肌のつっぱり感のなさ＞
　専門パネラー２０名（男性１０名、女性１０名）が、両手を硬水（０．００７質量％の
炭酸カルシウム水、硬度：１７５ｍｇ／Ｌ）で十分に濡らした後、各皮膚洗浄剤組成物１
ｇを取り、両手を２０回こすり合わせた後、硬水で前記皮膚洗浄剤組成物を洗い流し、タ
オルドライし、「硬水での使用中のさっぱり感がある」、「硬水での使用後のしっとり感
がある」、及び「硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感がない」と判断した人数
により、下記評価基準に基づいて、「硬水での使用中のさっぱり感」、「硬水での使用後
のしっとり感」、及び「硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさ」を評価し
た。
－硬水での使用中のさっぱり感の評価基準－
　　◎：「硬水での使用中のさっぱり感がある」と回答した人数が、１６名以上２０名以
下
　　○：「硬水での使用中のさっぱり感がある」と回答した人数が、１１名以上１５名以
下
　　△：「硬水での使用中のさっぱり感がある」と回答した人数が、６名以上１０名以下
　　×：「硬水での使用中のさっぱり感がある」と回答した人数が、５名以下
－硬水での使用後のしっとり感の評価基準－
　　◎：「硬水での使用後のしっとり感がある」と回答した人数が、１６名以上２０名以
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　　○：「硬水での使用後のしっとり感がある」と回答した人数が、１１名以上１５名以
下
　　△：「硬水での使用後のしっとり感がある」と回答した人数が、６名以上１０名以下
　　×：「硬水での使用後のしっとり感がある」と回答した人数が、５名以下
－硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のなさの評価基準－
　　◎：「硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感がない」と回答した人数が、１
６名以上２０名以下
　　○：「硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感がない」と回答した人数が、１
１名以上１５名以下
　　△：「硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感がない」と回答した人数が、６
名以上１０名以下
　　×：「硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感がない」と回答した人数が、５
名以下
【００４６】
＜外観安定性＞
　３０ｍＬ容のガラス製透明容器（商品名：ＳＶ－３０、日電理化硝子株式会社製）に、
各皮膚洗浄剤組成物を３０ｍＬ入れ、蓋をし、温度５０℃で４週間静置した。４週間後の
各皮膚洗浄剤組成物について、専門パネラー１名が、下記評価基準に基づいて、「外観安
定性」を評価した。
－評価基準－
　◎◎：外観に変化がなく、分離が認められない
　　◎：外観の一部に不均一な濃淡が認められるが、分離は認められない
　　〇：外観に不均一な濃淡が認められるが、分離は認められない
　　△：ごく僅かに分離が認められる
　　×：分離が認められる
【００４７】
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【表１】

【００４８】
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【表２】

【００４９】
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【表３】

【００５０】
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【表４】

【００５１】
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【表５】

【００５２】
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【表６】

【００５３】
　実施例及び比較例の各成分の詳細は、下記表７に記載の通りである。
【００５４】
【表７】

【産業上の利用可能性】
【００５５】
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　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、硬水での泡の量が多く得られ、硬水での使用中のさっぱ
り感、硬水での使用後のしっとり感、硬水を使用した後での乾燥後の肌のつっぱり感のな
さ、及び外観安定性に優れるため、例えば、ボディソープ、ハンドソープ、泡ハンドソー
プ、液体ハンドソープ、洗顔料、キッチン用ハンドソープなどに好適に利用可能である。
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